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Ⅶ 関連財団法人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 （一財）武蔵野市給食・食育振興財団は、学校給食の適正円滑な供給により、その充実振

興を図り、児童・生徒及び市民の食育の推進に寄与することを目的として、平成22年３月10

日に発足しました。 

１‐１ 組織図                  令和４年４月１日現在 （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１‐２ 事業計画 

  ① 学校給食に関する事業 

  ② 食育の推進に関する事業 

  ③ 給食用食材等の調査研究に関する事業 

  ④ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

１‐３ 食育の取組 

  ① クラス訪問 
   ○栄養士・調理員による食育指導 

     児童・生徒が食に関する知識の習得や望ましい食習慣を養うために、学年別のテ

ーマを設定し、給食時間に栄養士及び調理員が各学級を訪れ、栄養指導を行います。 

○調理員による調理場紹介 

     学校給食の理解を深め、食への関心をもってもらうことを目的に、給食時間に調

理員がクラス訪問を行います。説明パネルなどを使い「学校給食のできるまで」の

紹介や、会食を通した児童との交流を図ります。全小学校の新１年生全クラスで実

施します。 

 

１．一般財団法人武蔵野市給食・食育振興財団 

理

事
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理

事
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務
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業務係 
事務 １ 
調理員 111 
（うちパートナー職員70） 
運転手 10 
（うちパートナー職員８） 
配置員 43 
（うちパートナー職員31、臨
時職員12） 
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栄養士 13 
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（うちパートナー職員１） 
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議
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６ 



  ② 調理実習 

    児童・生徒や保護者を対象に、各単独校及び共同調理場で調理実習を行います。実

際に調理をすることによって、給食への関心を高めるとともに食の大切さや調理の楽

しさを知ってもらいます。 

 

  ③ 試食会 

    主に新１年生の保護者を対象に給食の試食と調理場見学を行い、給食への関心を深

めてもらいます。 

 

  ④ お祝い給食（バイキング給食） 

    学校給食が思い出に残るよう、小学校６年生を対象に卒業を祝う行事食として実施

します。 

 

  ⑤ 地域との交流 

    学校と地域の人々との交流を深めることを目的に実施します。 

・だんらん給食（境南小学校） 

・昔遊び交流給食（本宿小学校） 

・交流給食（桜野小学校） 

 

  ⑥ むさしの食育フェスタ 

    「食べること」がもたらす力や役割を改めて考えてもらうことを目的に、平成24年

から体験型イベント「むさしの給食・食育フェスタ」を開催してきました。 

令和２年度から「むさしの食育フェスタ」として、健康福祉部健康課主催の事業と

なりましたが、食育の推進に寄与すべく、財団として引き続き関わっていきます。 

 

  ⑦ 小学校給食体験講座 

    小学校就学前の児童の保護者に対し、小学校給食調理場の見学、実食等の体験、調

理員による料理実演などを行います。 

 

  ⑧ 夏休みコミュニティ食堂の実施 

    コミュニティ協議会との協働実施とし、食事を介した交流の場づくり、夏休み中の

子どもたちの食生活や栄養面の改善、食の自立を促すことを目的として、夏休みコミ

ュニティ食堂を実施します。 

 

  ⑨ 給食配送車の活用 

    学校に給食を運ぶ給食配送車に食べ物の持つ働きを伝える食材をデザインし、児

童・生徒から募集した名前をつけ、配送車に親しみながら食べ物の働きを学ぶ食育に

活用しています。 
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計画策定の背景（ P5）   

概要版  

情報化社会の進展、長寿命化、少子・高齢化、就業・就労状況の変化、子どもの貧困 など、様々な
課題と社会情勢の変化のなか、予測困難ともいえる時代を迎えています。学校教育においても、子ど
もたちにどのような力を育んでいくのかを明確にし、それらに対応できるよう見直していく必要が
あります。  

教育委員会では、国の第３期教育振興基本計画、東京都の第４次東京都教育ビジョン等の趣旨を踏
まえながら、本市における教育の現状と課題を整理するとともに、目指す方向性を明らかにするた
め、現（第二期）計画を改定し、第三期武蔵野市学校教育計画を 策定しました。  

第三期武蔵野市学校教育計画

計画の位置付けと計画期間（ P5）   

武蔵野市第六期長期計画  
 

第三期

 

□新学習指導要領では、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力 等」「学びに向かう力、人間性 等」
といった資質・能力の育成が求められています。そのため、学校では、児童生徒が話し合ったり 課題
を追求したりする授業を展開することで、「主体的・対話的で深い学び」を実現することや、「カリキ
ュラム・マネジメント」に取組むことで、教育活動の質の向上を図っていく必要があります。(P30,42) 

□特別支援教育、不登校対応、日本語指導などを必要とする児童生徒の増加等により、一人一人の教育
的ニーズに的確に対応するための相談機能及び学習環境の整備、保護者・地域への理解促進が求めら
れています。 (P27,28,33,42) 

□教員の長時間労働の実態が明らかとなっており、校務の改善を図り、児童生徒に向き合う時間の確保
が必要です。 (P37,43) 

□保護者の就労状況が変化し、地域の大人が地域行事に参加しにくい現状において、学校・家庭・地域
が 子 ども の 育 ち に 対 す る 目 標を 共 有 し 、それぞれの役割を主体的に果たすためのしくみを整える必
要があります。 (P34,43) 

□未来を見据え、給食調理施設を含めた学校施設の計画的な更新・保全が必要で す。 (P39,40,43) 

現状と課題（ P27～ 43）   

第１章  
計画の位置付け  

計画策定の背景・趣
旨、位置付けなどを
記載  

第２章  
現状と課題  

こ の 間 の 教 育 に 関
わる様々な動き、前
計 画 の 取 組 状 況 か
ら課題を抽出  

第３章  
第 三 期 学 校 教 育
の 基 本 理 念 と 施
策  

計画の基本理念、施
策 の 基 本 的 な 考 え
方、施策と主要な取
組について記載  

 

計画の構成  

教育基本法第 17 条第 2 項に定める「教育の振興のための施策に関する基本的な計画」の一部とし
て、教育委員会が目指すべき学校教育の基本的方向性を示したものです。  

武蔵野市第六期長期計画の方向性を踏まえるとともに、第五次子どもプラン武蔵野（子ども・子育
て支援法に基づく「子ども・子育て支援事業計画」等に位置付け） にもその一部を反映しています。 

本計画の期間は、令和２年度から６年度までの５年間です。  

基本理念 

 

「生きる力」を育む教育を一層推進するとともに、子どもたち一人一人が様々な  
変化に主体的に向き合い、他者と協働して課題を解決していく力を育んでいきます。  

２．武蔵野市教育委員会の計画の概要  
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英語教育の充実（P52）  
 
〇英語の授業力の向上     

○市講師制度を活用した指導の実施 

〇ALT（外国語指導助手）の配置 

〇地域との連携等による日常的に英語と触

れ合う教育活動の実施 

 
武蔵野市民科の実施（P57）

  
〇小学校第５学年から中学校第３学

年を対象に、教科横断的なカリキ

ュラムにより、「自立」「協働」「社

会参画」に関する資質・能力（市民

性）を育成 

 
人権教育の推進（P60）  
 
〇いじめ、外国人、性自認、性的指向、

女性、障害者など人権課題を取り上

げた学習の確実な実施 

〇多様な人々と関わる体験活動 

〇ボランティア活動の推奨 

 

重点的な取組 

 
特別支援教室（通級）の体制整備（ P64）

  
〇特別支援教室の全市立中学校への導入 

〇小学校特別支援教室の拠点校増設による、巡回指導教員と

児童の在籍校の連携維持、強化 

 
スクールソーシャルワーカーと 
家庭と子どもの支援員の配置拡充 （P66）

  
〇不登校傾向の児童生徒の早期発見、早期対応 

〇スクールソーシャルワーカーの全中学校区（６名）配置と

家庭と子どもの支援員の配置拡充 

〇保護者への情報提供、交流の場づくり 

 
交流及び共同学習の推進（P62）  
 
〇特別支援学級と通常の学級との交流及び共同学習を推進

するための支援策の検討 

〇全小・中学校における交流及び共同学習の事例の共有 

〇教員、児童生徒、保護者、地域、関係機関に対する特別支

援教育及び合理的配慮に関する理解促進 

 

 
不登校児童生徒の多様な学びの場の 
あり方の検討と確保 （P66）  
 
〇チャレンジルームの機能強化と複数箇所設置の検討 

〇フリースクールの実態把握と学校連携強化 

〇不登校特例校の多角的研究 

 
武蔵野市立小・中学校における働き方改革の推進 

（P72） 
〇出退勤、出張等管理の ICT化       

〇学校徴収金管理システムの導入による事務軽減 

〇市講師の配置による教員の持ち時数削減、学習指導補助員

等の人的支援の拡充、一部教科担任制の導入 

〇清掃・給食等を見守り・支援するボランティア制度の検討 

〇スクールロイヤー制度の検討 

〇教員がアクセスしやすいクラウド環境整備等の検討 

 
切れ目のない 
相談支援体制づくり （P67）  
               
〇教育推進室と教育支援センター 

それぞれのさらなる機能強化      

〇入学前後における切れ目のない支援 

〇相談員の資質向上、適切な配置による教育支援センターの

体制強化 

 
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた 
教員研修の実施 （P74）   
 
〇教育推進室による教員研修の充実 

〇若手教員、臨時的任用教員等に対する、教育アドバイザー

の授業観察・支援 

〇OJT の推進 

〇外部研修や模範授業、公開授業への積極的な参加奨励 

 
学校・家庭・地域が目標を共有した 
学校協力体制の構築 （P76）  
 
〇学校・家庭・地域を巡る様々な課題を踏まえた、学校・保

護者・地域の協働による学校運営のあり方の検討 

〇地域コーディネーターを中核とした組織的な協働のあり

方の検討 

 
新学校給食桜堤調理場の整備（P80）  
 
〇新学校給食桜堤調理場の建替による安定的な学校給食の

提供 

〇地域人材の活用による効果的な調理場の運営 

〇地域や家庭における食育推進 

 
学校改築の計画的な推進（P79）  
              
〇学校施設整備基本計画に基づく、 
計画的な学校施設の改築  

       

編集・発行      

令和２年２月 武蔵野市教育委員会教育部教育企画課 0422-60-1894 

計画全文はこちらから 



改築順グループ判断基準

施設の建築年数を基本に、必要に応じて施設の劣化状況なども総合的に考慮し決定

①最も古い校舎棟が築50年超で、次の計画改定までに築後60年超となる。

②劣化状況調査結果で改築を検討すべき項目がある。

該当 非該当

第１グループ 第２グループ

第二小学校（①） 第五小学校（①）

境南小学校（②） 井之頭小学校（②）

第一中学校（①） 第二中学校（①）

第五中学校（①） 第六中学校（②）

同一中学校区内の小学校と中学校では

中学校を先に改築する

同一中学校区内で仮設校舎を共有せざ

るを得ない場合、連続して事業を行う

第一小学校 第三小学校

第四小学校 大野田小学校（体育館）

本宿小学校 関前南小学校

桜野小学校 第三中学校

第四中学校

計画改定時に改築順序を決定する

本市における教育の現状と課題に対応する

教育企画課　財務係　TEL（60）1972問合せ

第１グループの改築年次案

改築順の考え方

今後の

取組

令和2年度から第一中学校、第五中学校の改築に着手

します。

学校、保護者、関係者、地域住民、教育委員会等によ

る改築懇談会（仮称）を学校ごとに設置し、基本構想・

基本計画を策定します。策定にあたっては、アンケート、

説明会、ワークショップなど、地域住民が話し合える場

の設置も検討します。

武蔵野市学校施設整備基本計画
　本市の市立小中学校施設は今後連続して、更新の検討の目安となる築後60年を迎えます。今後は「武蔵野

市学校施設整備基本計画」に基づき計画的に更新を進めます。本計画は令和２年度～ 25年度の24年間を計

画期間とし、８年ごとに改定します。

１　予防保全

 本市は予防保全（劣化の進行を予測したうえで、損傷が深刻化する前に修繕を行う管理手法）の考え方に

沿って劣化・改良保全整備を実施しています。

2　保全部位の調査

 営繕担当部署が施設ごとに原則毎年すべての保全部位を調査し、その結果をもとに保全を行っています。

3　保全・改修計画との連携

 これまで行ってきた劣化・改良保全整備に快適性を高める内装改修や保全部位以外で定期的に更新が必

要な部位の改修も含めた『保全・改修計画』を定め、本計画との連携を図ることでより計画的な維持管理

を行います。

１　学校施設整備にあたっての考え方

●学習や教育の変化に対応し、主体的・対話的な学びができる施設　●安全でゆとりのある施設

●地域のつながりを育てる施設　●学校施設の機能・性能の維持・向上

２　計画・設計の具体的事項

●ゆとりのある普通教室（小学校68㎡前後、中学校76㎡前後）

●全体の面積は諸室面積基準を元に、児童・生徒数を勘案し算定

３　改築順序とスケジュール

●建築年数を基本に、必要に応じ劣化状況なども総合的に考慮

●工事は1年2校

４　事業費（現段階での参考試算）

　  本計画期間（令和２年度～ 25年度）で、改築743億円、改修131億円を見込んでいます。

計画の内容

改築までの既存校舎における保全・改修について

学校施設整備基本計画の
全文はこちらから

年度
2020

（令和 2 年）
2021

（令和 3 年）
2022

（令和 4 年）
2023

（令和 5 年）
2024

（令和 6 年）
2025

（令和 7 年）
2026

（令和 8 年）
2027

（令和 9 年）
2028

（令和 10 年）
2029

（令和 11 年）
2030

（令和 12 年）
2031

（令和 13 年）

第五中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事 仮設共用 仮設共用

第五小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第一中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事 仮設共用 仮設共用

井之頭小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第六中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第二中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第二小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

境南小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

令和２年３月策定
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令和４ 年度  武 蔵 野 市 の 教 育

令 和  ４ 年 ８ 月 発 行

編集・発行  武蔵野市教育委員会 教育企画課 

武蔵野市緑町２－２－２８ 

（０４２２）６０－１８９４ 

mail:sec-kyouiku@city.musashino.lg.jp 

http://www.city.musashino.lg.jp/kurashi_guide/kyoikui/index.html 
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